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「
第
一
一
九
回
日
展
を
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て
」

日
展
理
事
長

宮

田

亮

平

こ
の
度
第
一
一
九
回
日
展
を
迎
え
る
こ
と
は
と
て
も
意
義
深
い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
日
展
と
し

て
日
本
文
化
を
牽
引
す
る
の
は
重
要
な
役
割
で
あ
る
と
意
識
し
て
お
り
ま
す
。

い
ま
世
界
を
見
て
み
ま
す
と
、
複
雑
な
様
相
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
明
日
へ
の
希
望
の
日
々
を

送
る
に
は
、
や
や
暗
雲
を
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
文
化
芸
術
の
世
界
が

人
々
の
心
に
と
も
し
び
を
、
そ
し
て
希
望
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
日
展
は

ま
さ
し
く
そ
の
役
割
を
担
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
こ
の
第
一
一
九
回
展
か
ら
新
た
に
「
未み

央お
う

賞
」
を
設
け
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
こ

の
賞
は
未
来
に
向
け
て
大
き
な
成
長
、
大
き
な
期
待
を
感
じ
ら
れ
る
応
募
作
品
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
て
お
り
ま
す
。
日
展
の
役
割
の
一
つ
で
あ
る
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
も
、
こ
の
賞
の
新
設
は
重

要
な
こ
と
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

出
品
者
一
同
、
常
に
渾
身
の
作
品
に
す
べ
く
努
力
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
皆
様
の
温
か

い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

謹んでお見舞いを申し上げます
このたびの令和８年熊本地震並びに令和８年８月千葉豪雨により、犠牲にな
られた方には衷心よりお悔やみ申し上げますとともに、被災された皆様方に
は心からお見舞い申し上げます。
皆様の安全と一日も早い復旧がなされますようお祈り申し上げます。

公益社団法人 日 展
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ظ

令
和
8
年
10
月
30
日
（
ۚ
）
～
令
和
8
年
11
月
ùù
日
（
日
）

؍
ཡ
࣌
ؒ

ޕ
લ
10
࣌
～
ޕ
ޙ
6
࣌
（
入
場
は
ޕ
ޙ
5
࣌
30
෼
ま
で
。）

ٳ
ؗ
೔

11
月
4
日
（
ਫ
）・
10
日
（
Ր
）・
1þ
日
（
Ր
）

ೖ
৔
ྉ

〇
౰
日
݊

一

般

一
、
五
〇
〇
円

（
税
込
）
〇
団
ମ
݊
（
予
約
制
）・
લ
ച
݊

一

般

一
、
二
〇
〇
円

※
団
ମ
݊
は
ù0
名
Ҏ
上
。
ù0
ຕ
ߪ
入
に
ͭ
き
ট
଴
݊
1
ຕ
ਐ
ఄ
。

খ
・
中
ֶ
生
は
無
料
。

(た
だ
し
、
入
ޱ
で
ֶ
生
ূ
の
ご
ఏ
ࣔ
を
い
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。）

ߴ
ߍ
・
大
ֶ
生
は
無
料
。

(入
ޱ
で
ֶ
生
ূ
の
ご
ఏ
ࣔ
を
い
た
だ
き
ま
す
。）

ձ

৔

ࠃ
ཱ
৽
美
術
館

東
京
都
ߓ
区
࿡
本
木
七
―
二
二
―
二

ల
ཡ
ձ
։
࠵
ճ
਺
ͷ
ද
ه
ʹ
ͭ
͍
ͯ

日
展
は
明
࣏
四
十
年
（
一
九
〇
七
年
）
։
࠵
の
第
一
回
文
展
（
文
部
ল
美
術
展
ཡ
会
）
を
ૅ
と
し
、

࣌
代
の
ྲྀ
れ
に
Ԋ
っ
て
ఇ
展
（
ఇ
ࠃ
美
術
Ӄ
美
術
展
ཡ
会
）、
৽
文
展
（
文
部
ল
美
術
展
ཡ
会
）、
ͦ
し

て
日
展
（
日
本
美
術
展
ཡ
会
）
と
名
শ
を
変
え
、
ত
和
三
十
三
年
か
ら
は
ຽ
ؒ
団
ମ
（
社
団
法
人
日
展
）

ओ
࠵
の
展
ཡ
会
と
し
て
引
き
ܧ
が
れ
、
多
様
な
変
ֵ
を
重
Ͷ
な
が
ら
௕
い
ྺ
࢙
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。

ͦ
の
ྺ
࢙
と
伝
౷
に
鑑
み
、
令
和
七
年
։
࠵
の
日
展
よ
り
、
明
࣏
四
十
年
第
一
回
文
展
か
ら
の
௨
ࢉ
։

࠵
回
਺
に
վ
め
、「
第
一
一
八
回
日
展
」
と
表
記
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

ୈ
☟☟☧
ճ
೔
ల

ߨ
ԋ
ձ
⎁γ
ϯ
ϙ
δ
΢
Ϝ
⎁ө
૾
ʹ
Α
Δ
࡞
඼
ղ
આ
ͷ
͓
஌
Β
ͤ

・
ө
૾
に
よ
る
作
品
解
説
等
を
本
年
౓
も
ࠨ
記
の
日
ఔ
で
։
࠵
い
た
し
ま
す
。

（
入
場
無
料

ԙ
ࠃ
ཱ
৽
美
術
館
三
֊
ߨ
ಊ
）
※
変
ߋ
と
な
る
場
合
が
͋
り
ま
す

˞
֤
೔
ỏ
ߨ
ಊ
લ
ʹ
ͯ
੔
ཧ
݊
Λ
͓
഑
Γ
͠
·
͢
Ốớ
ú÷
෼
લ
Ỗ
Ờ

｢৮
Ε
Δ
ؑ
৆
」
ϓ
ϩ
δ
ỻ
Ϋ
τ

日
展
で
は
、「
৮
れ
る
鑑
賞
」
ϓ
ロ
δ
ỻ
ク
τ
と
し
て
、
作
品
（
ூ
刻
一
部
の
作
品
）
に
৮

れ
て
鑑
賞
し
て
い
た
だ
け
る
औ
り
૊
み
を
࢝
め
ま
し
た
。

։
࠵
日

ߨ
ಊ
で
の
Π
ϕ
ϯ
τ

11
月
þ
日
（
౔
）

ޕ
ޙ
1
࣌
～
ù
࣌
30
෼
（
日
本
ը
）
※
్
中
10
෼
ٳ
ܜ

ө
৅
に
よ
る
作
品
解
説
「
自
作
を
ޠ
る
」

ࠓ
年
౓
受
賞
者
（
大
ਉ
賞
・
都
஌
事
賞
・
会
員
賞
・
特
選
）

ө
૾
に
よ
る
作
品
解
説

ࠓ
年
౓
審
査
員

ޕ
ޙ
3
࣌
～
4
࣌
30
෼
（
ூ
刻
）
※
్
中
10
෼
ٳ
ܜ

⍾ூ
刻
表
ݱ
の
ܥ
ේ
―
า
み
と
こ
れ
か
ら
―
」

第
1
部

ө
૾
に
よ
る
作
品
解
説

ࠓ
年
౓
特
選
作
品
を
作
者
と
審
査
員
が
解
説

第
ù
部

日
展
࢙
Ξ
ラ
カ
ル
τ

「
名
作
の
਺
ʑ
は
日
展
で
生
ま
れ
た
」

ଞ

11
月
14
日
（
౔
）

ޕ
ޙ
1
࣌
30
෼
～
3
࣌
（
書
）
※
్
中
10
෼
ٳ
ܜ

γ
ϯ
ϙ
δ
΢
Ϝ
「
日
展
の
書
」

中
村
৳
෉

作
品
解
説
「
書
」

ҏ
藤
一
ᠳ
・
井
上
清
խ
・
河
西
ᒸ
ಊ
・
田
಄
一
स
・
田
中
ప
෉

٢
田
成
美

11
月
ù1
日
（
౔
）

ޕ
ޙ
1
࣌
～
ù
࣌
30
෼
（
༸
ը
）
※
్
中
10
෼
ٳ
ܜ

ө
૾
に
よ
る
作
品
解
説

ࠓ
年
౓
審
査
員

ޕ
ޙ
3
࣌
～
4
࣌
30
෼
（
工
芸
美
術
）
※
్
中
10
෼
ٳ
ܜ

ө
૾
に
よ
る
作
品
解
説

⍾工
芸
美
術
の
ັ
力
」
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第
一
一
九
回

日
展
審
査
員

九
五
名

審
査
員
長
（
理
事
長
）
宮
田

亮
平

第
一
科
（
日
本
画
）
審
査
員

一
九
名

(外
部
審
査
員
）

富
山
県
水
墨
美
術
館
長

桐
井

昇
子

姫
路
市
立
美
術
館
学
芸
統
括

吉
中

充
代

(副
理
事
長
）
土
屋

㝛
一

（
理

事
）
河
村

源
三

（
会

員
）
平
尾

秀
明

菊
池

治
子

坂
本

幸
重

中
出

信
昭

長
谷
川
雅
也

長
谷
川
喜
久

岩
田

壮
平

佐
藤

朱
希

西
田
幸
一
郎

平
木

孝
志

森

美
樹

山
田

毅

（
準
会
員
）
鵜
飼

義
丈

福
田

浩
之

山
田

ま
ほ

第
二
科
（
洋
画
）
審
査
員

一
九
名

(外
部
審
査
員
）

足
利
市
立
美
術
館
学
芸
員

江
尻

潔

神
戸
大
学
教
授

宮
下
規
久
朗

放
送
大
学
客
員
教
授

(副
理
事
長
）
佐
藤

哲

（
理

事
）
湯
山

俊
久

（
会

員
）
小
川

尊
一

佐
藤

祐
治

池
田

良
則

大
谷

喜
男

片
岡

世
喜

浅
見

文
紀

小
川

満
章

茅
野

吉
孝

小
牧

幹

河
本

昭
政

西
田

陽
二

（
準
会
員
）
大
木

基
彰

春
日

裕
次

鷺

悦
太
郎

本
山

二
郎

第
三
科
（
彫
刻
）
審
査
員

一
九
名

(外
部
審
査
員
）

流
通
経
済
大
学
名
誉
教
授

関
根

秀
一

美

術

史

学

者

和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館
長

不
動

美
里

姫
路
市
立
美
術
館
特
任
館
長

(副
理
事
長
）
神
戸

峰
男

（
理

事
）
勝
野

眞
言

山
田

朝
彦

（
会

員
）
上
田

久
利

熊
谷
喜
美
子

谷
口

淳
一

宇
津

孝
志

紺
谷

武

鈴
木
紹
陶
武

鈴
木

徹
男

田
中

厚
好

田
丸

稔

寺
山

三
佳

一
鍬
田

徹

（
準
会
員
）
坂
本

健

永
江

智
尚

丸
田
多
賀
美

第
四
科
（
工
芸
美
術
）
審
査
員

一
九
名

(外
部
審
査
員
）

日
本
大
学
藝
術
学
部
客
員
教
授

野
口

玲
一

前
新
潟
県
立
万
代
島
美
術
館
長

藤
田

裕
彦

（
理

事
）
春
山

文
典

吉
賀

將
夫

（
会

員
）
浅
井

啓
介

兼
先

恵
子

佐
々
木
眞
澄

高
岡
由
美
子

高
名
秀
人
光

谷
口

勇
三

友
定

聖
雄

本
間

秀
昭

待
田

和
宏

（
準
会
員
）
加
藤

丈
尋

喜
多

浩
介

田
中

貴
司

谷
口

信
夫

手
銭

吾
郎

山
口

和
子

第
五
科
（
書
）
審
査
員

一
九
名

(外
部
審
査
員
）

皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
調
査
・
保
存
課
長

高
梨

真
行

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
教
授

塚
本

麿
充

（
理

事
）
土
橋

靖
子

星

弘
道

（
会

員
）
伊
藤

一
翔

田
頭

一
舟

田
中

徹
夫

井
上

清
雅

大
澤

城
山

梶
山

夏
舟

河
西

樸
堂

近
藤

浩
乎

澤
田

虚
遊

歳
森

芳
樹

福
光

幽
石

森
上

光
月

吉
田

成
美

（
準
会
員
）
豊
原

睦
子

真
鍋

井
蛙

第
一
一
九
回

日
展
《
係
》（◎

印
―
係
主
任
）

第
一
科
（
日
本
画
）

平
尾
秀
明

菊
池
治
子

坂
本
幸
重

中
出
信
昭

◎
長
谷
川
雅
也

長
谷
川
喜
久

岩
田
壮
平

佐
藤
朱
希

西
田
幸
一
郎

平
木
孝
志

森

美
樹

山
田

毅

鵜
飼
義
丈

福
田
浩
之

山
田
ま
ほ

第
二
科
（
洋
画
）

小
川
尊
一

佐
藤
祐
治

池
田
良
則

◎
大
谷
喜
男

片
岡
世
喜

浅
見
文
紀

小
川
満
章

茅
野
吉
孝

小
牧

幹

河
本
昭
政

西
田
陽
二

大
木
基
彰

春
日
裕
次

鷺

悦
太
郎

本
山
二
郎

第
三
科
（
彫
刻
）

◎
勝
野
眞
言

上
田
久
利

熊
谷
喜
美
子

谷
口
淳
一

宇
津
孝
志

紺
谷

武

鈴
木
紹
陶
武

鈴
木
徹
男

田
中
厚
好

田
丸

稔

寺
山
三
佳

一
鍬
田

徹

坂
本

健

永
江
智
尚

丸
田
多
賀
美

第
四
科
（
工
芸
美
術
）

浅
井
啓
介

兼
先
恵
子

佐
々
木
眞
澄

高
岡
由
美
子

高
名
秀
人
光

谷
口
勇
三

◎
友
定
聖
雄

本
間
秀
昭

待
田
和
宏

加
藤
丈
尋

喜
多
浩
介

田
中
貴
司

谷
口
信
夫

手
銭
吾
郎

山
口
和
子

第
五
科
（
書
）

伊
藤
一
翔

田
頭
一
舟

田
中
徹
夫

◎
井
上
清
雅

大
澤
城
山

梶
山
夏
舟

河
西
樸
堂

近
藤
浩
乎

澤
田
虚
遊

歳
森
芳
樹

福
光
幽
石

森
上
光
月

吉
田
成
美

豊
原
睦
子

真
鍋
井
蛙
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10
月
18
日
（
日
）
午
後
3
時

⿝
入
選
者
・
特
選
受
賞
者
等
発
表

（
洋
画
・
工
芸
美
術
）

10
月
19
日
（
月
）
午
後
3
時

⿝
入
選
者
・
特
選
受
賞
者
等
発
表

（
書
）

10
月
22
日
（
木
）
午
後
3
時

⿝
入
選
者
・
特
選
受
賞
者
等
発
表

（
日
本
画
・
彫
刻
）

10
月
29
日
（
木
）

⿝
出
陳
者
内
覧

⿝
大
臣
賞
等
受
賞
者
発
表

⿝
出
陳
者
懇
親
会

第
1
科

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京

第
2
科

上
野
精
養
軒

第
3
科

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
東
京

第
4
科

東
天
紅

第
5
科
ザ
・
プ
リ
ン
ス
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
東
京

10
月
30
日
（
金
）

⿝
第
119
回
日
展
開
会
式

11
月
12
日
（
木
）

⿝
第
119
回
日
展
授
賞
式

（
国
立
新
美
術
館
講
堂
）

11
月
22
日
（
日
）

⿝
第
119
回
日
展
閉
会

第
119
回
日
展
前
売
券
販
売
店
の
ご
案
内

（
10
月
1
日
よ
り
販
売
）

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
・
Ｃ
Ｎ
プ
レ
イ
ガ
イ

ド
・
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
・
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
店
内
Fam
iポ
ー
ト
他

デ
パ
ー
ト
（
友
の
会
）

東
武
・
丸
広

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

読
売
･日
本
テ
レ
ビ
文
化
セ
ン
タ
ー
･

ヨ
ー
ク
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
他

他
に
画
材
店
・
画
廊
・
書
道
用
品
店
な

ど
で
も
取
り
扱
い
ま
す
。

日
展
公
式
サ
イ
ト
で
も
販
売
し
て
お

り
ま
す
。

わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

対

象

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

（
参
加
費
無
料
・
保
護
者
は
入
場
券
を
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

実
施
日
程

11
月
1
日
・
8
日
・
15
日
（
日
曜
日
）

午
前
10
時
30
分
～
日
本
画
・
洋
画
・
書

午
後
2
時
～
彫
刻
・
工
芸
美
術

※
各
教
室
約
2
時
間

申
込
受
付

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
参
加

希
望
者
の
住
所
・
電
話
番
号
･氏
名
･年
齢
･

人
数
･希
望
日
･希
望
部
門
（
第
2
希
望
ま

で
）
を
明
記
の
上
お
申
込
み
下
さ
い
。

申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

(受
付
締
切
10
／
23
必
着
）

受
付
人
数

各
教
室
10
組
（
20
名
程
度
）

☆
日
展
作
家
が
直
接
指
導
し
ま
す
。

☆
参
加
費
無
料

【
お
申
込
み
・
お
問
合
せ
】

〒
110
-0002

東
京
都
台
東
区
上
野
桜
木
２
-４
-１

日
展
事
務
局
展
覧
会
係

(℡
０
３
-３
８
２
３
-５
７
０
１
)

(Fax
０
３
-３
８
２
３
-０
４
５
３
)

（
E-m
aievent@
nitten.or.jp)

ら
く
ら
く
鑑
賞
会

―
出
品
作
家
達
と
ゆ
っ
く
り
日
展
を
鑑
賞
し
た
い
方
に
―

開
催
日
程

11
月
9
日（
月
）・
16
日（
月
）

定

員

各
回
10
～
15
名

参
加
費

１
名

五
、
五
〇
〇
円

(入
場
料
、昼
食
、テ
キ
ス
ト
他
）

時

間

10
時
30
分
集
合
、
16
時
10
分
解

散
（
昼
食
つ
き
）

※
日
本
画
～
書
ま
で
、
各
科
の
担
当
作
家

が
ご
案
内
し
ま
す
。(主
要
作
品
の
み
）

※
予
約
制
（
詳
細
は
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
）

●
作
品
解
説
会

ミ
ニ
解
説
会
《
個
人
の
方
》

―
一
人
だ
っ
て
参
加
し
た
い
！

出
品
作
家
の
お
話
に
耳
を
傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
―

時

間

午
後
1
時
30
分
～（
30
分
程
度
）

定

員

各
部
門
20
名
（
5
部
門
）

※
参
加
は
無
料
で
す
が
各
自
入
場
券
を
ご

用
意
下
さ
い
。

※
予
約
制
（
当
日
受
付
あ
り
）

※
土
・
日
・
祝
・
初
日
を
除
く

《
サ
ー
ク
ル
な
ど
グ
ル
ー
プ
の
方
》

※
予
約
制
。事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
学
校
行
事
、
部
活
動
な
ど
》

※
予
約
制
。事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

第
119
回
日
展
行
事
日
程
（
予
定
）

《
第
119
回
日
展
チ
ケ
ッ
ト
情
報
》

前
売
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト

通
常
、一
般
一
枚
一
、二
〇
〇
円
(当

日
一
、五
〇
〇
円
)の
前
売
券
を
、ペ
ア
で

ご
購
入
の
場
合
、二
、二
〇
〇
円
に
。通

常
の
前
売
券
よ
り
二
〇
〇
円
お
得
で
す
。

※
前
売
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
チ
ケ
ッ
ト
・

日
展
公
式
サ
イ
ト
の
み

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
チ
ケ
ッ
ト

時
間
限
定
の
入
場
券

観
覧
時
間

午
後
4
時
～
6
時

一
般
一
枚

七
〇
〇
円

※
学
生
(高
校
生
･大
学
生
)は
無
料
。入
口

で
学
生
証
を
ご
提
示
い
た
だ
き
ま
す
。

※
会
場
窓
口
の
み
販
売

第119回日展開催中のイベント
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特
別
寄
稿

よ
り
親
し
ま
れ
る
日
展
へ

加

藤

泰

也

日
展
は
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
に
文
部
省
第
一

回
美
術
展
覧
会
（
文
展
）
と
し
て
開
催
さ
れ
て
以
来
の

長
い
歴
史
と
伝
統
を
誇
り
、
ま
さ
に
日
本
を
代
表
す
る

公
募
展
で
あ
り
ま
す
。
日
本
画
家
・
山
口
蓬
春
も
若
い

頃
か
ら
作
品
発
表
の
舞
台
と
し
、
晩
年
は
後
に
名
立
た

る
巨
匠
と
な
る
後
進
作
家
の
成
長
と
活
躍
を
楽
し
み
に

し
て
い
た
場
で
す
。
蓬
春
先
生
の
日
記
に
も
、
自
ら
出

品
す
る
作
品
の
制
作
状
況
や
理
事
会
へ
の
出
席
な
ど

淡
々
と
し
な
が
ら
も
頻
繁
に
日
展
に
つ
い
て
の
記
述
が

見
ら
れ
ま
す
。
昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）
一
一
月
二

日
の
日
記
に
は
「
日
展
を
見
物
、
大
入
袋
出
ず
る
の
盛

況
な
り
」
と
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
一
文
だ
け
で

も
蓬
春
先
生
の
喜
び
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

私
は
三
年
前
に
山
口
蓬
春
記
念
館
の
館
長
に
着
任
。

こ
れ
ま
で
芸
術
文
化
に
関
わ
る
仕
事
や
研
究
を
し
て
き

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
振
り
返
れ
ば
、
高
校
時

代
に
行
っ
た
鎌
倉
近
代
美
術
館
（
現
・
神
奈
川
県
立
近

代
美
術
館
）
や
修
学
旅
行
で
訪
れ
た
京
都
国
立
近
代
美

術
館
で
見
た
瑞
々
し
い
水
滴
の
描
き
方
の
表
現
に
感
銘

を
受
け
、
美
術
館
に
行
く
こ
と
が
面
白
い
と
感
じ
始
め

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
学
生
時
代
は
日
々
の
ク
ラ
ブ
活

動
の
合
間
を
縫
っ
て
、た
ま
の
休
み
に
美
術
館
や
映
画
、

小
劇
場
や
音
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
行
っ
て
は
心
身
の
疲

れ
を
癒
し
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
は
、
休
日
に
旅
先

や
近
隣
に
あ
る
美
術
館
に
行
き
芸
術
文
化
を
楽
し
ん
で

お
り
ま
し
た
。
美
術
フ
ァ
ン
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
お

恥
ず
か
し
な
が
ら
日
展
を
鑑
賞
さ
せ
て
頂
く
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
現
職
に
就
い
て
か
ら
で
す
。
こ
れ
ま
で

関
心
は
持
ち
つ
つ
も
、
正
直
、
日
展
に
観
に
行
く
な
ど
、

と
て
も
畏
れ
多
い
、
ど
こ
か
敷
居
の
高
い
展
覧
会
の
よ

う
に
感
じ
、
な
か
な
か
足
が
向
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
実
際
に
観
に
行
く
と
、
作
家
の
先
生
方
が

気
さ
く
に
解
説
し
て
頂
い
て
い
る
時
も
あ
り
、
こ
れ
ま

で
少
し
構
え
す
ぎ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
日

展
の
会
場
で
は
、
ど
の
分
野
も
若
手
の
先
生
か
ら
ベ
テ

ラ
ン
の
先
生
ま
で
見
応
え
の
あ
る
作
品
が
並
び
、
伝
統

技
法
を
活
か
し
た
作
品
か
ら
新
た
な
視
点
や
技
法
を
取

り
入
れ
た
作
品
ま
で
所
狭
し
と
展
示
さ
れ
、
ゆ
っ
く
り

鑑
賞
し
て
い
る
と
、
と
て
も
一
日
で
は
観
る
こ
と
の
で

き
な
い
展
示
数
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
が
、
何
度
も
観
に
行

き
た
く
な
る
空
間
で
す
。

一
方
、
出
品
さ
れ
た
先
生
方
が
常
に
展
覧
会
場
に
い

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
、
作
者
の
着
想
や
こ
だ
わ
り

の
ポ
イ
ン
ト
、
苦
労
話
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
や
受
賞
作
品

に
は
審
査
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
Ｈ
Ｐ
上
や
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
で
は
な
く
展
示
作
品
の
近
く
に
気
軽
に
読
め
る

文
字
情
報
と
し
て
添
え
ら
れ
て
い
る
と
、
そ
の
場
で
鑑

賞
者
に
先
生
方
の
人
柄
、
お
考
え
や
見
る
べ
き
ポ
イ
ン

ト
が
直
接
伝
わ
り
、
作
品
を
身
近
に
感
じ
、
よ
り
理
解

が
深
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
芸
術
作
品

を
見
て
、
鑑
賞
者
が
自
由
に
感
じ
て
く
れ
れ
ば
よ
く
、

コ
メ
ン
ト
な
ど
不
要
だ
ろ
う
？
と
い
う
ご
意
見
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ひ
と
こ
と
が
心
に
残
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ワ
イ
ン
と
ア
ー
ト
は
相
性
が
よ

い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
ワ
イ
ン
の
世
界
も
、
飲
ん
で
コ

メ
ン
ト
な
ど
不
要
、
美
味
し
け
れ
ば
よ
い
！
と
い
う
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
一
方
で
、
や
は
り
ど
の
よ
う
な
味
が

す
る
の
か
、
ど
ん
な
方
が
ど
の
よ
う
な
思
い
で
ど
ん
な

作
り
方
で
醸
し
た
ワ
イ
ン
な
の
か
が
わ
か
る
と
、
親
し

み
や
す
く
、
教
養
も
物
語
も
広
が
り
、
よ
り
ワ
イ
ン
を

楽
し
め
る
よ
う
に
な
る
の
と
同
じ
よ
う
に
思
い
ま
す
。

蓬
春
先
生
は
明
朗
で
気
さ
く
な
人
柄
で
あ
っ
た
と
伝

わ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
雰
囲
気
を
受
け
継
ぎ
、
当
館
で

も
日
本
画
、
山
口
蓬
春
作
品
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
よ

う
、
展
覧
会
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
、
関
連

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
幅
広
い
方
々
に
親
し
ん
で
頂
け

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
明
な
解
説
文
の
表

示
と
展
示
解
説
と
な
る
よ
う
こ
こ
ろ
が
け
て
お
り
、「
や

は
り
説
明
が
あ
る
と

わ
か
り
や
す
い
」
と

多
く
の
鑑
賞
者
に
楽

し
ん
で
頂
け
て
い
る

よ
う
で
す
。
美
術
館

と
い
う
作
品
を
調
査

研
究
す
る
立
場
か
ら

す
る
と
、
作
者
ご
自

身
の
言
葉
に
よ
る
日

展
出
品
作
に
関
す
る

コ
メ
ン
ト
が
残
っ
て

い
る
と
、
後
世
の
学

芸
員
・
研
究
者
に

と
っ
て
き
わ
め
て
有

意
義
な
も
の
に
な
る

は
ず
で
す
。

日
展
に
は
日
本
を
代
表
す
る
公
募
展
と
し
て
の
品
格

を
保
ち
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
気
軽
に
芸
術
文

化
に
親
し
ん
で
頂
き
、
美
術
フ
ァ
ン
の
裾
野
が
広
が
る

よ
う
な
取
組
み
を
期
待
し
、
さ
ら
な
る
発
展
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

加
藤

泰
也
（
か
と
う

や
す
な
り
）

一
九
七
二
年
神
奈
川
県
生
ま

れ
。
京
都
大
学
法
学
部
卒

業
。
一
九
九
七
年
東
海
旅
客

鉄
道
株
式
会
社
（
Ｊ
Ｒ
東
海
）

入
社
。

駅
や
東
海
道
新
幹
線
で
の
車

掌
、
運
転
士
の
現
場
研
修
を

経
て
、
主
に
総
務
、
人
事
、

秘
書
な
ど
管
理
部
門
の
業
務
に
従
事
。
現
在
、
公
益
財

団
法
人
Ｊ
Ｒ
東
海
文
化
財
団
総
務
部
長
、
山
口
蓬
春
記

念
館
館
長
。（
二
〇
二
三
年
～
現
職
）
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第
一
一
八
回
日
展

安
曇
野
展
に
流
れ
て
い
る
も
の

清

澤

栄

三

令
和
八
年
五
月
二
日

（
土
）
よ
り
五
月
三
十
一

日
（
日
）
に
わ
た
り
、
第

一
一
八
回
日
展
安
曇
野

展
を
安
曇
野
市
美
術
館
に

お
い
て
開
催
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
安
曇
野
市

美
術
館
で
の
巡
回
展
の
開

催
は
、
令
和
四
年
以
来
四

年
ぶ
り
（
当
時
は
安
曇
野

市
豊
科
近
代
美
術
館
）
二

回
目
で
す
。

信
州
安
曇
野
の
一
番
よ

い
季
節
の
五
月
に
、
日
展

巡
回
展
の
開
催
は
、
こ
の

上
な
い
喜
び
で
も
あ
り
ま

し
た
。
入
館
者
数
一
一
六
七
一
人
を
得
て
、
無
事
終
了

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
関
係
の
皆
様

に
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

安
曇
野
市
は
、
南
北
に
長
い
松
本
盆
地
に
あ
り
、
長

野
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
平
成
一
七
年

（
二
〇
〇
五
年
）
一
〇
月
一
日
に
、
当
時
の
南
安
曇
郡

豊
科
町
・
穂
高
町
・
三
郷
村
・
堀
金
村
・
東
筑
摩
郡
明

科
町
の
五
町
村
が
合
併
し
安
曇
野
市
と
な
り
ま
し
た
。

人
口
は
、
令
和
八
年
五
月
一
日
現
在
、
九
万
五
千
百
七

十
九
人
。
工
業
出
荷
額
は
県
内
五
位
、
米
の
生
産
量
は

県
内
一
位
、
豊
富
な
湧
水
を
利
用
し
た
山
葵
栽
培
が
行

わ
れ
る
田
園
都
市
で
す
。

第
一
一
八
回
日
展
の
巡
回
展
は
、
京
都
、
名
古
屋
、

大
阪
、
安
曇
野
、
金
沢
と
巡
回
し
ま
し
た
が
、
安
曇
野

以
外
は
、大
都
市
で
あ
り
県
庁
所
在
地
で
の
開
催
で
す
。

人
口
の
少
な
い
地
方
都
市
で
の
開
催
は
、
あ
ま
り
例
の

な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
し
、
開
催
す
る
安
曇
野
市
美

術
館
の
規
模
も
小
さ
く
、
学
芸
員
も
少
人
数
で
す
。
手

作
り
感
あ
ふ
れ
る
巡
回
展
と
な
り
ま
し
た
。

今
、
前
回
、
令
和
四
年
の
開
催
に
あ
た
り
、「
日
展

の
巡
回
展
を
誘
致
し
よ
う
」
と
早
く
か
ら
動
き
始
め
た

（
公
財
）
安
曇
野
文
化
財
団
や
当
時
の
安
曇
野
市
豊
科

近
代
美
術
館
の
先
輩
方
や
近
隣
の
日
展
会
員
の
皆
さ
ん

の
思
い
に
熱
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
誘
致
の
文

化
的
な
意
義
に
共
感
し
、
後
押
し
し
て
く
だ
さ
っ
た
市

長
は
じ
め
行
政
の
方
々
や
地
域
の
方
々
に
も
同
様
に
芸

術
へ
の
熱
い
思
い
を
感
じ
ま
す
。

私
ご
と
に
な
り
ま
す
が
、芸
術
へ
の
思
い
と
言
え
ば
、

明
治
三
十
五
年
生
ま
れ
の
私
の
祖
父
が
小
学
生
の
私
に

碌
山
美
術
館
の
建
設
に
あ
た
り
寄
付
を
し
た
話
を
し
て

く
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

明
治
四
十
三
年
の
荻
原
碌
山
の
急
逝
後
、
穂
高
出
身

の
新
宿
中
村
屋
の
相
馬
家
や
碌
山
の
兄
弟
・
親
族
ら
に

よ
っ
て
保
存
・
公
開
さ
れ
て
き
た
作
品
の
寄
贈
を
前
に
、

出
身
地
の
穂
高
町
、
南
安
曇
教
育
会
を
中
心
に
財
団
法

人
碌
山
美
術
館
設
立
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
建
設
資
金

の
寄
附
募
集
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
三
十

三
年
（
一
九
五
八
年
）
四
月
二
十
二
日
、
碌
山
美
術
館

が
開
館
し
て
い
ま
す
。
建
設
に
際
し
て
、
意
義
に
賛
同

し
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
寄
付
を
し
た
と
い
う
こ
と
が

き
っ
と
祖
父
の
誇
り
で
あ
り
、
文
化
的
価
値
を
感
じ
て

寄
付
に
多
く
の
家
が
参
加
し
た
と
い
う
地
域
の
誇
り
で

も
あ
っ
た
の
で
す
。

そ
の
後
、
今
か
ら
二
十
年
ほ
ど
前
、
私
は
、
南
安
曇

教
育
会
の
幹
事
と
し
て
、
教
育
会
創
立
一
〇
〇
周
年
記

念
事
業
の
一
つ
で
あ
る
碌
山
の
石
膏
像
の
ブ
ロ
ン
ズ
化

の
準
備
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
南
安
曇
教
育
会
所
有

の
『
女
』（
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
有
）
を
委
託
保
管
し
て
い

た
だ
い
て
い
た
碌
山
美
術
館
か
ら
、
南
安
曇
教
育
文
化

会
館
へ
鋳
造
業
者
へ
の
引
き
渡
し
の
た
め
運
ぶ
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
毛
布
に
く
る
ま
れ
た
『
女
』
の
石
膏
像

を
先
輩
の
車
の
後
部
座
席
で
抱
き
、「
お
前
は
ど
う
な
っ

て
も
よ
い
か
ら
、
絶
対
に
像
を
ぶ
つ
け
る
な
よ
」
と
先

輩
に
言
わ
れ
、緊
張
し
て
抱
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、

「
い
ま
、碌
山
の
石
膏
像『
女
』を
自
分
は
抱
い
て
い
る
。

そ
の
心
持
ち
は
、
祖
父
や
安
曇
野
の
人
た
ち
が
、
郷
土

の
芸
術
文
化
に
触
れ
大
事
に
し
よ
う
し
て
い
た
こ
と
と

姿
は
違
う
が
、
同
じ
心
持
ち
か
も
し
れ
な
い
」
と
ふ
と

思
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

第
一
一
八
回
日
展
安
曇
野
展
に
お
い
で
い
た
だ
い

た
方
々
の
作
品
を
鑑
賞
の
様
子
を
拝
見
し
お
話
を
お
聞

き
し
て
み
る
と
、
た
く
さ
ん
の
方
が
作
品
に
よ
さ
を
見

つ
け
、
そ
れ
に
寄
り
添
お
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
私
に

は
思
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
安
曇
野
の
地
だ
か
ら
な
の

か
、
安
曇
野
の
血
だ
か
ら
な
の
か
。

当
館
で
、
第
一
一
八
回
日
展
安
曇
野
展
を
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
か
け
が
え
の
な
い
多
く
の
財
産
を
得

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
そ
れ
ら
を
活
か

し
て
ま
い
り
ま
す
。

清
澤

栄
三
（
き
よ
さ
わ

え
い
ぞ
う
）

一
九
五
八
年
長
野
県
南
安
曇

郡
堀
金
村
に
生
ま
れ
る
。
信

州
大
学
教
育
学
部
卒
業
。
県

内
中
学
校
の
美
術
教
師
と
し

て
勤
務
し
、
上
越
教
育
大
学

大
学
院
に
現
職
内
地
留
学
。

教
育
学
修
士
。
そ
の
後
、再
び
県
内
中
学
校
に
勤
務
し
、

長
野
県
教
育
委
員
会
、
安
曇
野
市
教
育
委
員
会
、
県
内

中
学
校
の
管
理
職
勤
務
を
経
て
定
年
退
職
。
退
職
後
、

安
曇
野
市
教
育
委
員
会
に
再
度
勤
務
。
現
在
、
安
曇
野

市
美
術
館
館
長
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第
一
一
九
回
日
展

各
科
審
査
員
よ
り

第
一
一
九
回
日
展
審
査
に
あ
た
っ
て

長
谷
川
雅
也
（
第
一
科

会
員
・
審
査
員
）

物
心
付
く
頃

か
ら
毎
日
の
様

に
絵
を
描
き
工

作
し
、
物
作
り

が
好
き
で
し

た
。親

族
に
そ
の

様
な
者
が
お
ら

ず
、
唯
一
私
だ

け
何
故
作
り
続

け
る
の
か
不
思

議
に
思
う
事
が

あ
り
ま
す
。
美

大
以
外
考
え
ず
、
絵
肌
の
相
性
か
ら
か
迷
わ
ず
日
本
画

の
道
を
選
び
今
に
至
り
ま
す
。

私
に
は
未
知
の
世
界
な
が
ら
先
生
方
の
ご
指
導
ご
縁

も
あ
り
、
手
探
り
迷
走
を
続
け
る
日
々
の
中
で
、
日
展

さ
ら
に
今
は
少
な
く
な
っ
た
画
塾
に
身
を
置
い
て
い
る

事
で
大
き
な
影
響
を
受
け
た
か
と
思
い
ま
す
。

年
の
頃
も
あ
り
重
責
を
賜
る
事
が
多
く
な
り
、
先
人

の
先
生
方
の
偉
大
さ
を
日
々
実
感
し
、
気
付
い
て
い
な

か
っ
た
多
く
の
ご
配
慮
の
多
さ
に
驚
き
、
感
謝
の
気
持

ち
で
お
り
ま
す
。

来
年
、
一
二
〇
回
記
念
展
を
迎
え
る
に
あ
た
り
前
年

の
今
期
か
ら
少
し
で
も
良
き
展
示
に
な
る
よ
う
に
、
審

査
で
は
出
品
作
の
一
作
一
作
に
真
摯
に
向
き
合
い
日
展

の
こ
れ
か
ら
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

目
に
は
見
え
な
い
も
の

西
田
幸
一
郎
（
第
一
科

会
員
・
審
査
員
）

目
に
見
え
て
い
な
く
て
も
、
私
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な

感
覚
の
中
で
生
き
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
暑
い
日
が
続
い
て
い
る
頃
、
朝
に
外
の
空

気
が
ひ
ん
や
り
感
じ
ら
れ
る
と
、
ち
ょ
っ
と
う
れ
し
く

な
っ
た
り
し
ま
す
。
例
え
ば
、
久
し
ぶ
り
に
蚊
取
り
線

香
の
香
り
を
か
い
だ
と
き
、
何
か
を
思
い
出
し
た
よ
う

な
気
が
し
て
少
し
せ
つ
な
く
な
っ
た
り
。

例
え
ば
、
窓
の
外
で
聞
こ
え
る
鳩
の
羽
音
。
石
油
ス

ト
ー
ブ
の
に
お
い
と
そ
の
温
も
り
。
冷
た
い
水
を
一
気

に
飲
ん
だ
と
き
の
そ
の
喉
ご
し
。
そ
う
い
う
も
の
に

日
々
、
心
が
動
か
さ
れ
ま
す
。

わ
た
し
が
携
わ
っ
て
い
る
絵
画
に
は
、
目
に
見
え
る

も
の
の
要
素
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
平
面

の
中
に
、
い
ろ
ん
な
感
覚
を
呼
び
起
こ
さ
せ
る
よ
う
な

作
品
に
出
会
う
と
、
ど
き
っ
と
し
ま
す
。
そ
れ
は
具
体

的
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
目
に
は
見
え
な
い
も
の

な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
、
審
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
に
当
た
り
、
す
べ
て

の
作
品
が
、
作
者
の
た
く
さ
ん
の
時
間
と
命
を
け
ず
っ
て

生
み
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
十
分
に

承
知
し
、
真
剣
に

向
き
合
う
覚
悟
で

お
り
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
中
に
、

見
え
て
い
る
も
の

以
上
の
価
値
を
見

つ
け
出
す
よ
う
努

め
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

風
の
面
影

山
田
ま
ほ
（
第
一
科

準
会
員
・
審
査
員
）

〝
音
を
聴
く
こ
と
〟
ス
ケ
ッ
チ
道
具
を
手
に
滝
の
前

に
立
つ
時
、
草
い
き
れ
の
中
か
ら
遠
く
空
を
見
上
げ
る

時
、
大
切
な
先
生
の
言
葉
は
常
に
心
に
あ
り
ま
す
。
そ

う
し
て
そ
れ
は
湧
き
あ
が
る
雲
の
輝
き
や
、
な
つ
か
し

い
雨
の
感
触
を
孕
む
風
を
実
感
し
、
心
に
沈
め
、
や
が

て
立
ち
顕
れ
る
そ
の
面
影
を
し
っ
か
り
聴
き
と
り
画
面

に
む
か
う
事
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
日
本

画
の
絵
具
は
素
材
で
あ
る
前
に
、
そ
れ
以
前
の
様
々
な

も
の
で
あ
っ
た
記
憶
を
含
ん
で
お
り
、
そ
こ
か
ら
も
顕

れ
る
形
が
あ
る
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

こ
の
度
は
、
出
品
さ
れ
る
多
く
の
作
品
に
よ
り
、
自

身
が
審
査
を
う
け
る
貴
重
な
機
会
を
与
え
ら
れ
ま
し
た

事
を
心
し
て
臨
む
所
存
で
お
り
ま
す
。
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第
一
一
九
回

日
展
審
査
に
あ
た
っ
て

茅
野
吉
孝
（
第
ニ
科

会
員
・
審
査
員
）

こ
の
度
、
二

回
目
と
な
る
日

展
の
審
査
員
を

拝
命
し
、
光
栄

に
思
う
と
同
時

に
、
そ
の
責
任

の
重
さ
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。

日
展
は
輝
か

し
い
歴
史
と
伝

統
を
重
ね
、
先

師
・
先
輩
方
の

築
い
て
こ
ら
れ

た
心
を
大
切
に

受
け
継
ぎ
、
今

年
で
第
一
一
九
回
を
迎
え
ま
す
。
時
代
が
変
化
す
る
中

に
あ
っ
て
も
、
そ
の
伝
統
を
大
切
に
し
、
文
化
・
芸
術

を
次
の
世
代
へ
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

次
世
代
を
担
う
作
家
の
方
々
に
も
日
展
に
魅
力
を
感

じ
て
い
た
だ
き
、
意
欲
を
持
っ
て
作
品
を
寄
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
伝
統
を
次
の
世
代
へ

つ
な
い
で
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
一
点
一
点
に
込
め
ら
れ
た
作

者
の
思
い
を
尊
重
し
、
公
正
か
つ
公
平
に
作
品
に
向
き

合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
日
展
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
を

選
ぶ
と
い
う
責
務
を
心
に
留
め
、
審
査
員
と
し
て
誠
実

に
そ
の
任
を
全
う
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

競
作
に
つ
い
て

西
田
陽
二
（
第
ニ
科

会
員
・
審
査
員
）

公
募
展
と
し
て
の
日
展
の
大
き
な
魅
力
の
一
つ
と
し

て
厳
し
い
審
査
の
結
果
の
落
選
・
入
選
・
受
賞
が
あ
り
、

展
示
さ
れ
た
作
品
を
沢
山
の
方
々
に
鑑
賞
さ
れ
な
が
ら

技
術
力
や
芸
術
性
を
高
め
合
い
・
競
い
合
う
〈
競
作
〉

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

毎
年
開
催
さ
れ
る
日
展
の
様
な
厳
し
い
〈
競
作
〉
の

中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
価
値
の
あ
る

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
出
品
者
に
と
っ
て
落
選
・

入
選
・
受
賞
の
結
果
だ
け
で
は
な
く
、
終
わ
り
の
な
い

〈
競
作
〉
を
生
涯
続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

審
査
員
は
、
多
く
の
想
い
の
あ
る
作
品
を
厳
正
に
客

観
的
な
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
任
の
あ
る
立

場
だ
と
自
覚
し
て
お
り
ま
す
。
一
方
で
私
も
自
分
の
作

品
を
出
展
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
多
く
の
鑑
賞
者
の

方
々
の
審
査
を
受
け
る
つ
も
り
で
、
今
年
も
〈
競
作
〉

に
全
力
で
臨
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

日
展
審
査
員
の
委
嘱
を
受
け
て

春
日
裕
次
（
第
ニ
科

準
会
員
・
審
査
員
）

幼
い
頃
、
人
見
知
り
が
ひ
ど
く
、
ほ
と
ん
ど
家
か
ら

出
な
い
私
に
と
っ
て
、
唯
一
の
楽
し
み
は
絵
を
描
く
こ

と
で
し
た
。
見
か
ね
た
母
親
に
連
れ
ら
れ
、
近
所
の
画

家
さ
ん
の
教
室
へ
。
そ
こ
で
初
め
て
目
に
し
た
一
〇
〇

号
の
油
絵
の
迫
力
に
心
を
奪
わ
れ
た
こ
と
が
、
私
の
絵

画
人
生
の
始
ま
り
だ
っ
た
気
が
し
ま
す
。

高
校
時
代
に
は
、
恩
師
が
美
術
準
備
室
で
制
作
さ
れ

る
姿
を
見
つ
め
、
そ
の
作
品
の
出
品
先
で
あ
る
日
展
に

憧
れ
を
抱
き
ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
、
高
校
美
術
教
員

と
し
て
働
く
傍
ら
日
展
に
挑
戦
し
ま
し
た
が
、
幾
度
も

落
選
。
初
め
て
入
選
し
た
時
の
感
動
は
、
今
も
忘
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
た
び
第
一
一
九
回
日
展
審
査
員
を
拝
命
し
、
こ

れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
、
先
輩
方
の
お
顔
が

目
に
浮
か
び
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
作
品
一

つ
ひ
と
つ
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
受
け
止
め
、
責
任
を

持
っ
て
真
摯
に
審
査
に
臨
み
ま
す
。
出
品
さ
れ
る
皆
様

に
は
、
早
く
か
ら
計
画
的
に
制
作
に
取
り
組
み
、
精
魂

込
め
た
渾
身
の
作
品
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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感
動
す
る
心

谷
口
淳
一
（
第
三
科

会
員
・
審
査
員
）

酷
暑
の
八
月
、七
〇
代
半
ば
の
親
し
い
友
人
か
ら
槍
ヶ

岳
登
頂
の
一
本
の
動
画
が
届
き
ま
し
た
。
映
像
に
は
決

し
て
平
坦
で
な
い
険
し
い
岩
場
を
越
え
て
無
心
に
登
り

続
け
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
頂
上
に
立
っ
た
時
の
友
人

の
顔
は
達
成
感
に
満
ち
溢
れ
て
い
て
感
動
し
ま
し
た
。

こ
の
動
画
は
私
の
心
を
揺
り
動
か
し
新
た
な
制
作
へ

と
導
い
て
く
れ
ま
し
た
。
制
作
は
試
行
錯
誤
の
連
続
で

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
も
の
で
す
。
完
成
が

見
え
な
い
不
安
な
日
々
が
続
き
ま
す
。
何
度
も
や
り
直

し
作
品
と
向
き
合
っ
て
い
く
と
、
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
す

る
形
が
見
え
始
め
て
き
ま
す
。
そ
の
時
は
口
で
は
言
い

表
せ
な
い
感
情
が
湧
い
て
き
ま
す
。
こ
れ
が
土
を
こ
ね

自
分
の
手
で
つ
く
る
彫
刻
の
魅
力
の
一
つ
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
創
造
的
な
仕
事
が
で
き
る
喜
び
を
大

事
に
し
た
い
も
の
で
す
。

今
回
、
日
展
の
審
査
員
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。
作
者

が
苦
労
し
て
制
作
し
た
作
品
を
通
し
て
何
を
伝
え
た
い

か
、
作
品
の
奥
に
あ
る
努
力
や
可
能
性
を
見
極
め
る
眼

を
大
切
に
審
査
に
臨
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

一
一
九
番
目
の
彫
刻
展
示

一
鍬
田

徹
（
第
三
科

会
員
・
審
査
員
）

今
年
一
一
九
回
目
を
迎
え
る
日
展
は
、
そ
の
歴
史
の

中
で
、
こ
れ
ま
で
数
え
き
れ
な
い
程
の
彫
刻
作
品
が
会

場
に
並
べ
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
は
そ
の
ほ

ん
の
一
部
し
か
実
見
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば
、

ロ
ダ
ン
か
ら
強
く
影
響
を
受
け
た
彫
刻
家
・
荻
原
守
衛

（
一
八
七
九
―
一
九
一
〇
）
の
『
女
』
が
第
四
回
文
展

に
展
示
さ
れ
た
明
治
の
頃
か
ら
、
令
和
の
今
日
に
至
る

ま
で
、
紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら
も
、
こ
の
日
展
第
三
科

彫
刻
が
多
く
の
先
人
た
ち
の
努
力
に
よ
っ
て
紡
が
れ
、

継
続
し
て
き
た
こ
と
は
疑
い
よ
う
も
な
い
事
実
で
す
。

こ
れ
は
、
様
々
な
価
値
観
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
今
の
時
代
に
お
い
て
も
、
確
か
な
安
定
感
と
重
み
を

内
外
に
示
し
て
い
る
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

日
展
の
ポ
ス
タ
ー
が
街
中
に
溢
れ
る
日
本
の
秋
、
新

し
い
作
品
と
の
出
会
い
を
求
め
て
、
展
覧
会
場
に
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
る
鑑
賞
者
の
皆
様
に
、
今
の
日
展
第
三

科
彫
刻
か
ら
ど
ん
な
提
案
が
で
き
る
の
か
、
今
回
の
審

査
に
は
、
そ
う
い
っ
た
大
き
な
課
題
と
責
任
が
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

第
一
一
九
回
日
展

新
審
査
員
を
拝
命
し
て

丸
田
多
賀
美
（
第
三
科

準
会
員
・
審
査
員
）

十
代
の
頃
、
ど
う
せ
勉
強
す
る
な
ら
、
と
美
術
科
が

あ
る
高
校
を
受
験
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
担
任

の
先
生
は
日
展
作
家
で
、
夏
休
み
に
先
生
の
ア
ト
リ
エ

で
出
品
作
品
の
石
膏
取
り
の
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
、
お

手
伝
い
と
は
名
ば
か
り
の
足
手
ま
と
い
で
し
た
。
先
生

が
真
剣
に
作
品
に
向
き
合
う
姿
勢
や
、
美
術
部
員
仲
間

と
初
め
て
の
体
験
に
悪
戦
苦
闘
し
た
思
い
出
が
鮮
烈
で

し
た
。
自
分
で
も
制
作
し
て
み
て
、
彫
刻
は
上
手
く
は

で
き
な
い
が
楽
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

大
学
に
進
学
し
、
同
じ
く
日
展
に
挑
戦
す
る
指
導
教

官
の
先
生
や
先
輩
方
を
見
て
、
自
分
程
度
で
は
と
て
も

無
理
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
高
校
時
代
の
恩
師
か

ら
「
出
品
す
る
こ
と
は
面
白
い
し
、
勉
強
に
な
る
よ
！
」

と
仰
っ
て
頂
き
、
実
際
に
入
選
し
て
会
場
に
足
を
運
ぶ

と
、
自
分
の
作
品
の
練
り
上
げ
の
足
り
な
さ
や
、
他
の

作
家
さ
ん
の
鮮
や
か
な
感
性
が
作
品
か
ら
見
て
取
れ

て
、
本
当
に
も
の
凄
く
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

以
来
、
日
展
で
育
て
て
頂
い
た
自
分
が
今
回
、
審
査

員
と
し
て
の
任
を
賜
り
ま
し
た
。
そ
の
名
に
恥
じ
ぬ
働

き
が
で
き
る
よ
う
、
誠
実
に
向
き
合
う
所
存
で
す
。
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第
一
一
九
回
日
展

審
査
に
当
た
っ
て

佐
々
木
眞
澄
（
第
四
科

会
員
・
審
査
員
）

工
芸
美
術
は
、
新
た
な
魅
力
を
紡
ぎ
出
す
重
層
構
造

の
多
種
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
に
凝
縮
さ
れ
た
表
象
作
品
と

し
て
、
そ
の
不
可
欠
な
基
盤
で
あ
る
平
面
と
三
次
元
の

立
体
的
な
造
形
作
品
の
表
現
で
す
。

基
本
的
な
構
造
の
文
脈
は
、
作
家
思
想
の
高
遠
な
哲

理
と
造
形
表
現
の
定
義
で
あ
る
主
題
的
な
基
本
構
想
が

主
体
で
、
具
象
・
半
具
象
・
抽
象
な
ど
の
心
理
的
な
描

写
に
美
意
識
の
基
層
と
い
う
感
覚
的
な
魅
力
を
紡
ぎ
出

す
構
造
・
形
状
・
色
彩
感
情
・
色
彩
配
色
・
形
態
な
ど

の
変
容
に
、
精
巧
な
技
術
・
技
巧
・
オ
ブ
ジ
ェ
加
工
の

技
術
的
な
要
素
の
核
心
を
占
め
る
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の

比
重
の
分
配
を
作
家
の
観
念
的
な
表
現
と
い
う
核
心
の

定
義
に
基
づ
い
て
統
合
さ
せ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
同
居
す
る
巧
妙
な
精
神
波
紋
の
韻
律
を
創
り

だ
す
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
結
晶
と
い
う
も
の
を
誘
惑
に
結
び

つ
け
て
静
寂
な
雰
囲
気
の
あ
の
日
展
の
会
場
空
間
で
、

求
心
的
な
表
象
の
世
界
へ
と
心
象
の
語
り
を
投
影
さ
せ

て
い
ま
す
。

作
家
の
制
作
思
想
に
身
を
浸
し
、
鑑
賞
者
の
心
の
琴

線
に
触
発
さ
れ
る
作
品
に
真
摯
な
見
識
で
審
査
に
努
め

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

癖
も
魅
力
な
人
達

谷
口
勇
三
（
第
四
科

会
員
・
審
査
員
）

日
展
に
出
品
し
て
四
〇
年
弱
に
な
り
ま
す
。
続
け
ら

れ
て
い
る
一
番
の
要
因
は
、
作
品
同
士
の
切
磋
琢
磨
は

当
然
で
す
が
、
日
展
に
係
わ
る
個
性
的
で
魅
力
的
な
人

達
と
の
出
合
い
に
惹
か
れ
て
だ
と
思
い
ま
す
。
作
品
は

技
術
、
知
識
、
キ
ャ
リ
ア
だ
け
で
は
追
い
続
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
常
に
息
づ
か
せ
進
化
さ
せ
て
い
く
に
は
、
腕
指

を
指
示
決
定
さ
せ
て
い
る
感
性
脳
状
態
を
育
む
環
境
が

必
要
で
す
。
そ
れ
は
誰
に
で
も
あ
る
日
常
に
潜
ん
で
い

ま
す
。
立
ち
戻
れ
な
い
時
に
、
好
奇
心
を
持
っ
て
過
ご

せ
る
か
？
が
課
題
で
す
。

今
、
地
球
上
に
約
八
三
億
人
が
生
活
し
て
お
り
ま
す
。

八
三
億
の
個
性
八
三
億
の
価
値
感
等
で
す
。
こ
の
「
多

様
と
違
い
」
の
人
種
の
可
能
性
は
、
工
芸
の
目
指
す
本

質
と
、「
創
造
」
と
い
う
共
通
言
語
を
通
し
て
、
交
流
、

流
布
す
る
事

が
出
来
れ
ば
、

他
の
何
よ
り

も
、
人
を
豊

か
に
す
る
ツ
ー

ル
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
創

作
は
誰
に
と
っ

て
も
「
命
｣で

す
。
真
摯
に

真
剣
に
丁
寧

に
拝
見
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

審
査
に
あ
た
り
思
い
出
す
こ
と
、
思
う
こ
と

谷
口
信
夫
（
第
四
科

準
会
員
・
審
査
員
）

中
学
二
年
生
の
時
「
将
来
な
り
た
い
自
分
は
？
」
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
「
日
展
作
家
」
と
書
い
て
い
た
。

そ
の
頃
あ
る
地
方
新
聞
は
秋
に
な
る
と
日
展
の
記
事

が
華
々
し
く
報
道
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
日
展
へ
の
憧

れ
が
大
き
く
芽
生
え
る
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

私
は
約
二
五
〇
年
の
歴
史
を
有
す
る
井
波
彫
刻
士
の

二
代
目
と
し
て
生
ま
れ
育
っ
た
。
後
継
ぎ
を
し
な
が
ら
、

受
注
生
産
の
仕
事
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
で
創
作
し
た

作
品
を
将
来
日
展
に
出
品
す
る
の
だ
と
決
意
し
た
。

そ
れ
か
ら
約
六
五
年
後
、
そ
の
頃
の
夢
の
よ
う
な
出

来
事
、
こ
の
度
の
第
一
一
九
回
日
展
の
審
査
員
と
い
う

大
役
を
拝
命
し
、
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
そ
の
責
任
の

重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

工
芸
は
平
面
と
立
体
、
素
材
の
多
様
性
、
数
々
の
技

法
等
、
多
岐
に
わ
た
り
違
い
が
有
り
ま
す
。

難
し
い
が
、
か
え
っ
て
そ
れ
が
面
白
い
の
が
工
芸
だ

と
思
い
ま
す
。

審
査
に
あ
た
り
自
分
自
身
の
美
意
識
と
感
性
を
信

じ
、
出
品
さ
れ
た
作
品
と
真
摯
に
向
き
合
い
、
作
品
の

声
を
聴
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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墨
氣

井
上
清
雅
（
第
五
科

会
員
・
審
査
員
）

こ
の
度
、
三
回

目
と
な
る
日
展
審

査
員
を
拝
命
い
た

し
、
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
自
身

の
作
品
制
作
と
向

き
合
う
中
、
審
査

員
と
し
て
の
重
責

を
思
う
と
、
緊
張

感
が
日
に
日
に
増

し
て
き
て
い
ま
す
。

日
展
に
作
品
を

出
品
す
る
よ
う
に

な
り
、
五
十
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
振
り
返
れ
ば
、
学
書

の
奥
深
さ
を
常
に
感
じ
な
が
ら
、
書
学
・
書
法
の
研
究

と
鍛
錬
に
明
け
暮
れ
た
歳
月
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
そ
の
歩
み
の
中
で
、
多
く
の
人
と
古
典
と
の
出
会

い
に
学
び
、自
ら
の
書
を
問
い
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

書
作
品
の
様
式
美
、
文
字
の
造
形
美
、
線
質
の
深
み
、

墨
の
氣
、
要
白
・
線
際
の
響
き
等
、
様
々
な
観
点
が
融

合
し
た
作
品
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
書
へ
の
探
究
に

終
わ
り
は
な
く
、
今
な
お
新
た
な
表
現
を
求
め
、
日
々

研
鑽
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

日
展
に
出
品
さ
れ
る
作
品
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
家
が

一
年
間
研
鑽
を
重
ね
て
生
み
出
し
た
集
大
成
と
も
い
え

る
大
切
な
一
点
で
す
。
自
ら
の
作
品
制
作
を
通
し
て
感

性
を
最
大
限
に
高
め
、
作
品
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
受

け
止
め
な
が
ら
、審
査
に
臨
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

第
一
一
九
回
日
展
審
査
員
を
拝
命
し
て

森
上
光
月
（
第
五
科

会
員
・
審
査
員
）

歳
月
の
流
れ
は
早
い
も
の
で
、
日
展
初
入
選
の
栄
を

賜
っ
て
か
ら
、
は
や
三
四
年
の
月
日
を
重
ね
て
参
り
ま
し

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
書
道
展
の
中
で
も
日
展
だ
け
は
特
別

な
存
在
で
あ
り
、
そ
の
輝
き
は
益
々
増
す
ば
か
り
で
す
。

次
回
は
ど
ん
な
作
品
を
書
こ
う
か
と
の
思
い
は
、
日

展
閉
会
直
後
か
ら
既
に
始
ま
っ
て
お
り
、
審
査
員
と
い

う
立
場
で
の
そ
れ
は
一
層
の
重
圧
で
は
あ
り
ま
す
が
、

た
だ
最
近
は
結
果
に
一
喜
一
憂
し
て
い
た
時
代
か
ら
、

自
分
自
身
を
投
影
し
た
作
品
を
発
表
で
き
る
幸
せ
を
感

じ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
り
、
全
て
に
お
い
て
本
当
に

楽
し
み
な
展
覧
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

日
々
研
鑽
を
積
ん
だ
仲
間
が
、
己
の
全
て
を
か
け
て

書
き
上
げ
た
作
品
を
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
く
に
際
し
、

私
自
身
が
常
に
謙
虚
で
真
摯
な
姿
勢
を
保
ち
、
諸
先
輩

の
先
生
方
か
ら
多
く
の
事
を
学
ぶ
こ
と
こ
そ
が
、
審
査

員
と
し
て
の
私
の
務
め
と
考
え
、
出
品
者
の
方
々
へ
の
敬

意
を
忘
れ
ず
、
書
の
魅
力
を
発
信
し
て
参
る
所
存
で
す
。

憧
れ
は
、
今
も

真
鍋
井
蛙
（
第
五
科

準
会
員
・
審
査
員
）

学
生
の
頃
か
ら
日
展
に
応
募
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

届
く
の
は
落
選
の
知
ら
せ
ば
か
り
で
、
そ
れ
で
も
一
生

に
一
度
で
い
い
か
ら
入
選
し
た
い
、
そ
の
一
心
で
石
に

向
か
い
、
筆
を
執
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

初
入
選
の
通
知
が
届
い
た
日
の
こ
と
は
、
今
も
は
っ

き
り
と
覚
え
て
い
ま
す
。
封
筒
を
握
り
し
め
た
ま
ま
身

体
の
震
え
が
止
ま
ら
ず
、
し
ば
ら
く
そ
の
場
を
動
け
ま

せ
ん
で
し
た
。
あ
の
広
い
会
場
の
陳
列
ケ
ー
ス
に
、
自

分
の
作
品
が
飾
ら
れ
る
。
初
日
、
ケ
ー
ス
越
し
に
自
作

と
向
き
合
っ
た
と
き
の
嬉
し
さ
は
、
今
も
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。

こ
の
た
び
、
第
一
一
九
回
日
展
に
お
き
ま
し
て
審
査

員
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
あ
の
日
の
震
え
を
、
今
度

は
誰
か
に
手
渡
す
側
に
立
つ
。
そ
う
思
い
ま
す
と
、
あ

ら
た
め
て
背
筋
の
伸
び
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。

出
品
さ
れ
る
一
点
一
点
の
向
こ
う
に
は
、
必
ず
あ
の

日
の
私
と
同
じ
思
い
が
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
の
重
み
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
初
心
の
ま
ま
、
ま
っ
す
ぐ
に
作
品

と
向
き
合
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
日
展
に
寄
せ
ら
れ
る
皆

さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
ま
す
よ
う
、
精
一
杯
務
め

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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～
夏
休
み
一
日
Ａ
Ｒ
Ｔ
体
験
～

第
21
回

ワ

ン

デ

ア

ト

Ｏ
ｎ
ｅ
ｄ
ａ
ｙ

Ａ
ｒ
ｔ
―
レ
ポ
ー
ト
―

ࠓ
年
も
࿈
日
の
猛
暑
の
中
、
日
展
会

館
の
Π
ϕ
ϯ
τ
ス
ペ
ー
ス
で
、「
第
ù1

回
̤
̽
̴
̳
̰
͈

Ａ
́
̓
」
が
։
࠵

さ
れ
ま
し
た
。

ࠓ
年
は
ॳ
め
て
࣮
施
す
る
ϓ
ロ
ά
ラ

Ϝ
も
͋
り
、
大
人
と
ࢠ
ڙ
、
͋
わ
せ
て

１
９
̓
名
の
方
が
ࢀ
加
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
作
品
展
も
た
く
さ
ん
の
作
品

が
ฒ
ͼ
、
ス
ϙ
ỽ
τ
ラ
Π
τ
を
受
け
て

ً
く
自
෼
の
作
品
に
、
ڻ
き
と
ت
ͼ
の

ࢀ
加
者
の
表
৘
が
ҹ
৅
త
で
し
た
。

作
品
展
の
様
ࢠ
は
公
ࣜ
α
Π
τ
（
こ

ど
も
日
展
ペ
ー
δ
）
で
公
։
し
、
ڞ
ಉ

制
作
は
、
ύ
ϒ
リ
ỽ
ク
ス
ペ
ー
ス
や
ࠃ

ཱ
৽
美
術
館
の
日
展
会
場
で
展
ࣔ
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

《
指
導
作
家
》

7
月
19
日

彫
刻

٢
Ԭ

ప

ࣉ
山
三
Ղ

ኍ
઒
政
和

堀
内
༗
ࢠ

ླ
木
঺
ಃ
෢

҆
田
ཅ
ࢠ

(オ
ϒ
β
ー
ό
ー
）
山
田
ே
඙

(α
ϙ
ー
τ
）
ڥ
野
ཬ
߳

ٶ
地
॔
ߐ

Ի
Ӌ
久
美
ࢠ

7
月
20
日

日
本
画

亀
山
祐
介

઒
田
ګ
ࢠ

ೳ
ౡ
඿
ߐ

ؠ
田
૖
平

(α
ϙ
ー
τ
）
৽
઒
美
ބ

҆
田
ರ
෉

7
月
26
日

工
芸
美
術
（
革
）

山
࡚
ً
ࢠ

ߴ
Ԭ
由
美
ࢠ

田
中
か
の
ࢠ

中
村
茂
ࢠ

(オ
ϒ
β
ー
ό
ー
）
ൟ
昌
޹
二

(α
ϙ
ー
τ
）
઒
ޱ

ຬ

҆
藤
λ
ρ
ࢠ

出
ډ
ຑ
美

大
઒
խ
代

8
月
1
日

洋
画

܂
原
෋
一

ย
Ԭ
世
ت

٠
஑
元
男

ࠤ
藤
祐
࣏

田
中
ཬ
ಸ

田
ล
஌
࣏

લ
田

५

כ
野
٢
޹

খ
林
理
ܙ

(オ
ϒ
β
ー
ό
ー
）
ࠤ
藤

఩

(α
ϙ
ー
τ
）
ۅ
生
ٛ
也

8
月
2
日

書

井
上
清
խ

໖
引
ᕪ
ఱ

২
松
ཾ
঵

ؠ
井
秀
樹

(オ
ϒ
β
ー
ό
ー
）
∁
木
੟
雨

(α
ϙ
ー
τ
）
ඌ
Ֆ
ଠ
ڏ

֯
田
大
৕

׈
田
ᗛ
ᜊ

松
Ӝ
ཾ
ᆄ

ळ
山
࠼
՚

૿
઒
ઇ
ࢠ

ࡈ
藤
ਅ
੅

【
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
】

ג
ࣜ
会
社
栄
๛
ࡈ
ג、
ࣜ
会
社
٢
঵
ג、
ࣜ

会
社
ۄ
འ
ಊ
ג、
ࣜ
会
社
ޖ
஛
ג、
ࣜ
会
社

έ
ー
エ
ス
、
ג
ࣜ
会
社
ޫ
Ӣ
ಊ
、
ג
ࣜ
会

社
東
ւ
丸
二
ಃ
芸
、
ג
ࣜ
会
社
平
ॿ

筆
෮
古
ಊ
、
ג
ࣜ
会
社
๽
運
ಊ
、
東
༸

ֹ
૷
ג
ࣜ
会
社

ࢍ
ॿ
会
員
制
౓
《
日
展
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
》

日
展
で
は
平
成
ù9
年
よ
り
、
日
展
の

公
益
事
ۀ
׆
ಈ
に
ࢍ
ಉ
し
、
ࡒ
政
త
に

α
ϙ
ー
τ
し
て
く
だ
さ
る
方
ʑ
を
対
৅

と
し
た
ࢍ
ॿ
会
員
制
౓
「
日
展
ύ
ー
τ

φ
ー
ζ
」
を
設
け
、
運
用
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

令
和
8
年
8
月
末
ݱ
在
の
ご
加
入
者

は
ࠨ
記
の
௨
り
（
ܝ
ࡌ
ر
๬
者
の
み
）。

˔
ݸ
人

東

৾
一
࿠
様

൧
田
ਅ
ະ
様

井
୩
ળ
ዳ
様

井
上
ಓ
क
様

ࠓ
田
ޭ
一
様

ࠓ
村
஧
࢘
様

ക
㟒

ᆹ
様

֯
井

ത
様

݉
重
༐
ر
様

܀
原
௚
ࢠ
様

ޖ

祐
ี
様

ࠇ
田
ߒ
平
様

ࣇ
ۄ
҆
࢘
様

ۙ
藤
ఓ
男
様

ࡔ
本
美
լ
ࢠ
様

ࠤ
઒
か
お
る
様

澤
井
和
行
様

∁
木
和
美
様

∁
木
׮
࢙
様

田
಄
明
ࢠ
様

田
಄
益
美
様

∁
ڮ
ઍ
স
様

஛
ඌ
明
ࢠ
様

஛
本
༿
ࢠ
様

田
中
޺
ۍ
様

౔
԰
礼
ԝ
様

ࣉ
Ԭ
޺
ߴ
様

中
室
ཬ
ܙ
様

西

߁
޺
様

西
田
俊
௨
様

西
村
५
ؼ
様

西
村
༑
ࢠ
様

野
田
༟
一
様

藤
田
理
ܙ
ࢠ
様

藤
本
ਅ
೭
様

堀

Ҵ
ࢠ
様

ٶ
ౡ
޾
男
様

村
ཬ

ڿ
様

森
ቇ
ॱ
ࢠ
様

˔
法
人
・
団
ମ

ג
ࣜ
会
社
ᶗ
̙
ϗ
ー
ル
σ
ỹ
ϯ
ά
ス
様

ג
ࣜ
会
社
大
֞
ڞ
ཱ
ۜ
行
様

Ԭ
࡚
৴
用
ۚ
庫
様

ג
ࣜ
会
社
ۄ
འ
ಊ
様

ݠ
৻
書
ಓ
会
様

一
般
社
団
法
人
ޫ
෩
会
様

公
益
社
団
法
人
૑
ݰ
書
ಓ
会
様

ג
ࣜ
会
社
ߴ
山
૲
月
ಊ
様

ג
ࣜ
会
社
ஜ
೾
ۜ
行
様

̩
ˍ
̩
ύ
ー
τ
φ
ー
ζ
法
཯
事
຿
所
様

一
般
社
団
法
人
東
ޫ
会
様

東
༸
ֹ
૷
ג
ࣜ
会
社
様

公
益
社
団
法
人
日
本
書
芸
Ӄ
様

χ
ỿ
ー
カ
ラ
ー
ࣸ
ਅ
ҹ
࡮
ג
ࣜ
会
社
様

ג
ࣜ
会
社
原
἞
古
ಊ
様

一
般
ࡒ
団
法
人
Ϗ
オ
τ
ϐ
Ξ
ࡒ
団
様

෱
井
ૉ
๟
ಊ
様

༗
ݶ
会
社
み
な
せ
筆
本
ฮ
様

一
般
ࡒ
団
法
人
౧
Ԃ
ֶ
Ԃ
様

ג
ࣜ
会
社
୩
中
田
美
術
様

ඛ
三
ҹ
࡮
ג
ࣜ
会
社
様

ג
ࣜ
会
社
和
ޫ
様
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制
作
に
つ
い
て

第
四
科
工
芸
美
術

会
員

井

隼

慶

人

現
在
の
世
相
と
は
異
な
り
、
私
の
子
供
時
代
は
自
然
と
接
す
る
機
会
に

恵
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
加
齢
の
功
徳
か
と
思
い
ま
す
が
、
今
改
め
て
自
然

の
美
し
さ
、
不
思
議
さ
、
豊
か
さ
を
よ
り
多
く
知
る
感
動
を
得
、
こ
れ
等

の
事
が
私
の
制
作
発
露
と
な
っ
て
い
ま
す
。

染
色
技
法
に
よ
る
表
現
の
原
点
は
私
が
京
都
市
立
美
術
大
学
工
芸
科
で

受
け
た
最
初
の
型
染
授
業
で
す
。
染
色
最
終
工
程
で
和
紙
に
置
か
れ
た
防

染
糊
が
水
中
に
溶
け
落
ち
、
作
意
し
た
図
が
浮
か
び
表
わ
れ
る
有
り
様
が

大
変
印
象
的
で
、
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
制
約
を
受
け
な
が
ら

も
素
材
や
技
法
を
考
慮
し
、
間
接
的
に
想
い
を
表
わ
す
表
現
方
法
の
面
白

さ
を
知
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
、
染
色
研
究
室
の
先
生
方
の
染
色

表
現
へ
の
思
索
や
表
現
方
法
へ
の
試
み
等
に
大
き
な
刺
激
を
受
け
、
創
作

の
菌
糸
が
私
に
植
え
込
ま
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
生
涯
を
か
け

る
仕
事
に
関
わ
れ
る
幸
運
を
得
る
事
が
出
来
た
の
は
、
日
展
で
の
発
表
の

場
で
す
。
先
達
の
先
生
方
の
作
品
は
無
論
、
他
部
門
の
作
家
の
仕
事
、
或

い
は
近
辺
の
工
芸
作
家
の
存
在
に
よ
り
、
大
き
な
刺
激
が
得
ら
れ
る
事
に

感
謝
の
念
を
持
っ
て
い
ま
す
。

制
作
に
当
た
っ
て
は
写
生
が
基
と
な
り
ま
す
。
時
間
を
か
け
て
対
象
の

美
を
受
け
取
り
ま
す
が
、
そ
の
対
象
を
異
な
る
時
間
に
写
す
事
で
美
の
変

化
を
知
り
ま
す
。
創
作
上
、
最
も
腐
心
す
る
事
は
、
平
面
上
で
の
空
間
処

理
に
時
間
と
空
間
を
越
え
る
よ
う
な
表
現
を
願
い
、
主
題
の
異
な
る
次
元

の
美
を
同
一
画
面
に
忍
ば
せ
る
事
で
、
そ
れ
を
暗
示
す
る
方
法
を
考
慮
し

ま
す
。
こ
れ
は
限
ら
れ
た
時
間
の
中
に
存
在
す
る
自
身
の
確
認
行
為
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
実
制
作
に
於
い
て
留
意
す
る
事
は
布
の
平
面
性
と
染
料
の

鮮
明
性
で
、
こ
れ
等
の
条
件
は
表
現
上
、
制
約
で
あ
る
と
共
に
利
点
と
も

な
り
ま
す
。
こ
の
事
を
踏
ま
え
、
主
題
に
付
随
す
る
不
必
要
の
省
略
を
行

う
と
共
に
、
対
象
の
模
様
化
を
心
掛
け
、
余
裕
と
遊
び
心
を
持
っ
て
、
図

柄
や
色
彩
を
強
調
し
た
り
、
変
形
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

如
何
に
こ
の
上
な
い
自
然
の
美
を
捉
え
表
わ
す
か
を
思
索
し
自
己
を
表

わ
し
て
来
た
つ
も
り
で
す
が
、
近
年
、
表
現
す
る
事
と
は
こ
れ
等
以
外
に

何
か
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
が
何
で
あ
る
か
不
明

で
す
が
、今
後
も
そ
れ
を
探
り
な
が
ら
制
作
を
続
け
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

≪日・月≫
（令和３年 第８回日展出品作）

≪竹生島≫（平成７年 第５回染・清流展出品作） ≪雨乞池≫（平成11年 第９回染・清流展出品作）

≪残夏一日≫
（令和５年 第10回日展出品作）

第194号 14日展ニュース

作
家
人
生
―
私
の
仕
事
―



無
く
て
七
癖

第
五
科
書

理
事

真

神

巍

堂

元
来
飽
き
性
で
子
供
の
こ
ろ
か
ら
何
を
や
っ
て
も
長
続
き
し
な
い
私

が
、
八
十
三
歳
に
な
る
今
で
も
書
を
続
け
て
い
る
こ
と
が
不
思
議
で
す
。

教
育
に
対
し
て
は
随
分
寛
大
で
あ
っ
た
父
は
習
い
事
に
は
ダ
メ
と
い
っ
た

こ
と
は
な
く
、
貧
乏
寺
の
住
職
で
あ
っ
て
も
許
し
て
く
れ
ま
し
た
。
昭
和

十
八
年
生
ま
れ
で
、
習
い
事
な
ど
は
終
戦
後
そ
れ
ほ
ど
今
の
よ
う
に
多
岐

に
わ
た
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
柔
道
・
空
手
・
そ
ろ
ば
ん
等
は
結

構
盛
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
も
、
も
の
の
一
年
も
経
た
な
い
間
に

辞
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
た
だ
、
書
道
だ
け
が
続
い
た
の
は
特
別
な
理
由

が
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
目
は
、
習
っ
た
先
生
が
、
私
の
通
う
小
学
校
の
前

に
あ
っ
た
、禅
居
庵
と
い
う
京
最
古
の
禅
寺
建
仁
寺
の
塔
頭

た
っ
ち
ゅ
う

の
住
職
で
あ
っ

た
か
ら
で
す
。
同
じ
塔
頭
の
住
職
で
あ
っ
た
父
と
は
同
年
代
の
友
人
で
あ
っ

た
た
め
、
辞
め
た
い
と
言
い
づ
ら
か
っ
た
の
で
す
。
二
つ
目
は
、
私
が
小
学

校
六
年
生
頃
に
は
、
建
仁
寺
僧
侶
と
し
て
得
度
を
し
て
い
た
こ
と
で
す
。

そ
の
二
つ
の
理
由
と
は
別
に
、
私
に
は
変
な
癖
が
あ
っ
た
の
も
今
ま
で

書
を
続
け
て
い
る
理
由
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
白
い
紙
を
見
る
と
無
性
に
文

字
を
書
き
た
く
な
る
の
で
す
。
何
も
半
紙
や
画
箋
紙
な
ど
の
立
派
な
も
の

で
な
く
て
も
お
菓
子
の
包
み
紙
の
裏
で
も
片
っ
端
に
文
字
を
書
き
た
い
の

で
す
。
主
に
は
無
意
味
な
漢
字
が
多
い
で
す
。
教
員
の
と
き
、
会
議
の

ノ
ー
ト
も
肝
心
の
会
議
の
ペ
ー
ジ
は
ほ
と
ん
ど
何
も
書
い
て
お
ら
ず
、
裏

か
ら
始
ま
る
ペ
ー
ジ
に
は
誰
か
の
発
言
の
な
か
の
断
片
的
な
言
葉
が
余
白

が
な
い
ほ
ど
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
八
十
三
歳
に
な
っ
た
今
で

も
ま
っ
た
く
変
わ
り
ま
せ
ん
。
父
に
聞
く
と
祖
父
も
同
じ
よ
う
な
癖
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
私
の
三
人
の
孫
は
絵
が
一
番
好
き
な
遊
び
の
よ
う
で

す
。
考
え
て
み
ま
す
と
、
母
方
の
両
親
は
、
日
本
画
家
で
す
。
血
が
そ
う

す
る
の
で
し
ょ
う
か
。「
好
き
こ
そ
も
の
の
上
手
な
れ
」
と
い
う
諺
が
あ

り
ま
す
が
、
上
手
下
手
は
別
に
し
て
結
局
は
書
が
根
っ
か
ら
好
き
な
の
で

し
ょ
う
。
今
で
も
書
の
こ
と
が
頭
か
ら
離
れ
た
こ
と
は
一
時
も
あ
り
ま
せ

ん
。
眠
れ
な
い
夜
で
も
何
か
の
妙
案
が
頭
に
う
か
ぶ
と
朝
を
待
た
ず
筆
を

持
ち
た
く
な
り
ま
す
。

≪碧潯≫（平成29年 改組 新 第４回日展出品作）文部科学大臣賞

≪龍鶴・劉永之≫
（令和６年 現代書道20人展出品作）

昭
和
二
十
五
年
頃
正
伝
永
源
院
の
庭
に
て

右
：
真
神
巍
堂
（
仁
宏
）
本
人

左
：
陶
芸
家
永
樂
而
全
師
千
家
十
職

15 第194号日展ニュース



刊
行
物
の
ご
案
内

第
一
一
九
回
日
展
作
品
集

〇
定
価
三
、
五
〇
〇
円
（
税
込
）

〇
令
和
8
年
10
月
30
日
発
行
予
定

〇
五
部
門
の
全
会
員
・
審
査
員
・
受
賞

者
の
作
品
図
版

〇
作
家
名
・
作
品
題
名
の
英
訳
（
巻
末
）

〇
別
冊
作
家
本
人
に
よ
る
作
品
解
説
、

釈
文
（
書
）

〇
諸
資
料

〇
Ａ
４
判
変
型

〇
オ
ー
ル
カ
ラ
ー

約
一
五
〇
頁

〇
表
紙

河
村
源
三
・
湯
山
俊
久
・

神
戸
峰
男
・
森
野
泰
明
・
井
茂
圭
洞

(出
品
作
・
予
定
）

第
一
一
九
回
日
展
図
録

（
五
部
門
五
分
冊
）

〇
定
価
各
三
、
五
〇
〇
円
（
税
込
）

〇
令
和
8
年
11
月
5
日
発
行
予
定

〇
東
京
会
場
の
全
陳
列
作
品
図
版
・
目

録
を
収
録
（
作
家
名
・
作
品
題
名
の

読
み
仮
名
・
英
訳
付
）

〇
全
作
品
に
作
品
寸
法
、
工
芸
美
術
に

は
技
法
を
表
記

〇
審
査
所
感
、
授
賞
理
由
ほ
か
諸
資
料

〇
Ａ
４
判
変
型

第
一
科
『
日
展
の
日
本
画
』

オ
ー
ル
カ
ラ
ー

約
七
〇
頁

表
紙

河
村
源
三
（
出
品
作
・
予
定
）

第
二
科
『
日
展
の
洋
画
』

オ
ー
ル
カ
ラ
ー

約
一
四
〇
頁

表
紙

湯
山
俊
久
（
出
品
作
・
予
定
）

第
三
科
『
日
展
の
彫
刻
』

オ
ー
ル
カ
ラ
ー

約
五
〇
頁

表
紙

神
戸
峰
男
（
出
品
作
・
予
定
）

第
四
科
『
日
展
の
工
芸
美
術
』

オ
ー
ル
カ
ラ
ー

約
一
二
〇
頁

表
紙

森
野
泰
明
（
出
品
作
・
予
定
）

第
五
科
『
日
展
の
書
』

全
会
員
・
審
査
員
・
篆
刻
は
カ
ラ
ー
、

準
会
員
・
無
鑑
査
・
特
選
・
一
般
入

選
は
モ
ノ
ク
ロ

約
二
二
〇
頁

表
紙

井
茂
圭
洞
（
出
品
作
・
予
定
）

日
展
作
品
集
・
図
録

（
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
）

〇
割
引
価
格
各
一
、〇
〇
〇
円（
税
込
）

※
在
庫
が
僅
少
の
回
も
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
問
い
合
わ
せ
先
）

〒
１
１
０
-０
０
０
２

東
京
都
台
東
区
上
野
桜
木
２
-４
-１

公
益
社
団
法
人
日
展
出
版
物
係

電
話

０
３
（
３
８
２
１
）
９
５
４
３

日
展
会
館
（
本
館
）
利
用
案
内

日
展
会
館
（
本
館
）
の
貸
し
ス
ペ
ー

ス
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
会
議
室
・
教
室
と

し
て
、
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

(利
用
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
）

公
益
社
団
法
人
日
展

施
設
管
理
係

電
話

０
３
（
３
８
２
１
）
０
４
５
３

編

集

後

記

世
界
各
地
で
猛
暑
や
豪
雨
が
頻
発
し

て
お
り
、
森
林
伐
採
、
核
問
題
等
の
人

類
の
エ
ゴ
に
対
す
る
大
自
然
の
怒
り
の

よ
う
に
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
多

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

本
号
で
は
加
藤
泰
也
、
清
澤
栄
三
の

両
先
生
に
は
、
お
忙
し
い
中
ご
寄
稿
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
紙
面
を
借
り
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
作
家
人
生
―
私
の
仕
事
―
」
は
工

芸
美
術
、
書
の
先
生
方
に
芸
術
を
志
し

た
き
っ
か
け
や
制
作
姿
勢
な
ど
、
貴
重

な
お
話
を
執
筆
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た

各
科
三
名
の
審
査
員
か
ら
は
、
審
査
に

対
し
て
の
力
強
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

出
品
者
の
皆
様
は
、
作
品
制
作
に
大

詰
め
を
迎
え
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
会
場
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
る
方

の
、
心
に
響
く
作
品
で
埋
め
尽
く
さ
れ

た
「
第
一
一
九
回
日
展
」
と
な
る
こ
と

を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

（
野
原
）

編
集
委
員

亀
山

祐
介

西
田

眞
人

浅
見

文
紀

松
野

行

野
原

昌
代

堀
内

秀
雄

上
原

利
丸

古
瀬

政
弘

歳
森

芳
樹

山
本

大
悦

 

 













































































表
紙

｢思

考
」一

九
八
九
年
（
平
成
元
年
）

第
二
十
一
回
日
展

１
９
０
×
５
２
×
４
２
㎝

川
崎
普
照

（
一
九
三
一
～
二
〇
二
四
）

「
未み

央お
う
賞
」
新
設

第
一
一
九
回
日
展
よ
り
、
特
選
の

ほ
か
、
一
般
入
選
作
品
を
対
象
と
し

た
賞
と
し
て
、
今
後
の
成
長
や
将
来

性
を
重
視
し
て
選
考
す
る
「
未
央
賞
」

（
各
科
五
点
以
内
）
を
新
た
に
設
け

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

「
未
央
」
と
い
う
言
葉
に
は
、「
尽

き
る
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
意
味
が

あ
り
、
芸
術
の
喜
び
や
楽
し
み
が
末

長
く
続
き
、
さ
ら
に
成
長
し
て
い
く

期
待
を
表
し
て
い
ま
す
。

第194号 16日展ニュース


